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立をめぐって」和歌山大学『経済理論』第 198 号，1984 年）。また，齋藤憲
は，1922 年に浅野から譲渡され安田系となった日本昼夜銀行について分析し
ている（「浅野昼夜銀行の安田財閥への譲渡」大阪経済大学日本経済史研究所
『経済史研究』第 6号，2002 年）。迎由理男は，2000 年代以降，一次史料を利
用して精力的に安田銀行および系列銀行による活動実態を明らかにした。迎
による安田研究は以下の通りである（「合同後の安田銀行─預金・貸出分析
を中心に」『地方金融史研究』第 33 号，2002 年，「戦時期における安田財閥
の経営組織」北九州市立大学『商経論集』 ，2003 年，「戦時期の安田財
閥─安田保善社の投資活動と資金調達を中心に」『商経論集』 ，2004
年，「戦時銀行統合と安田保善社」『地方金融史研究』第 36 号，2005 年，「戦
時期の安田銀行」『商経論集』 ・ ・ ，2006 年，「明治期における安田
銀行の資金運用─安田銀行『稟議簿』の分析を中心に」『商経論集』 ・




銀行と製糸金融」『商経論集』 ・ ，2011 年，「安田財閥の対外投資─
正隆銀行経営を中心に」商経論集 ・ ，2012 年）。



















以下では，第 1 節で 1897 年の第三十六銀行の発足から日露戦後の金融












の金融史 1）」『多摩のあゆみ』第 166 号を参照）。なお，多摩の明治期の銀行
設立については，早川大介「地域が生んだ多摩の銀行（多摩の金融史 2）」
『多摩のあゆみ』第 167 号で概観した。












たい。1897 年 2 月，第三十六国立銀行は，営業満期国立銀行処分法によ
り私立銀行（普通銀行）に転換し第三十六銀行と改称した（本店：八王子町




開設した東京支店（日本橋区元浜町）と新たに 1898 年 5 月開設の飯能支店
の担当の取締役として越智義路，小能正三が就任した（第 1 表・第 2 表）。














11) 前掲『新八王子市史』通史編 5近現代（上）148-151，251-253 頁。
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第三十六銀行の主要勘定をみよう（第 1 図・別表 1）。普通銀行転換直後
の資金源泉は，預金中心ではなく，自己資本（払込資本金・諸積立金）と恒
常的に借入金（再割引手形を含む）に依存していた。預金は，1906 年まで
氏名 住所 1898 年末 1903 年末 1908 年末
◯吉田忠右衛門 南多摩郡八王子町 頭取 頭取 頭取
◯田野倉常蔵 南多摩郡八王子町 副頭取 副頭取 副頭取
◯久保兵蔵 南多摩郡八王子町 取締役 取締役 取締役
◯柴田弥市 南多摩郡八王子町 取締役







天野清 南多摩郡日野町 監査役 監査役 監査役
山口安兵衛 南多摩郡浅川村 監査役














第 2表 第三十六銀行大株主・持株数（300 株以上）（1)
成城・経済研究 第 230 号（2020 年 12 月）
─ 80 ─
は 50～60 万円台でほぼ横ばいであり，1907 年末に 100 万円を超え，よう



























































































































































































































あり，八王子の金融機関の活動は全般的に停滞していたが，1908 年 2 月，
八王子経済界を揺るがす出来事がおこった。2月 1 日，八王子第七十八銀














14) 前掲『新八王子市史』通史編 5 近現代（上）257-260 頁。「七十八銀行休業，
三十六銀行の取付」『東洋経済新報』第 440 号，1908 年 2 月，「七十八銀行破















によれば，1898 年末時点では 45 株であったが，その後 1900 年末 99 株，
1903 年末 225 株と徐々に増加し，1907 年上期末 310 株となり第三十六銀
行の第五位の株主となった（前掲第 2表）16)。












総株数 600 株 株主数 27 人。
田野倉淳蔵の持株数は不明。
第 4表 八王子貯蓄銀行役員一覧（1898 年末)





















































































































































































































































































































1908 年 2 月の預金取付の後，翌 1909 年末まで預金は停滞し，その後も
預金は減少傾向にあった。1912 年には預金総額が 100 万円を下回り，借
入金依存も続いた（前掲第 1 図）。利益金は，1907 年までは毎期 3 万円程
度を推移していたが，1910 年末には 2 万円程度にまで落ち込み，
（自己資本利益率）は年率で ～ から へ落ち込み，1900 年前後に年














18) 『銀行会社要録（第 23 版）』東京府 12-13 頁。
19) 川崎銀行に関しては，伊牟田敏充「川崎系銀行集団の形成と解体」（『昭和金
融恐慌の構造』経済産業調査会，2002 年）を参照。
成城・経済研究 第 230 号（2020 年 12 月）
─ 86 ─



























23) 第三十六銀行『第 29 期営業報告書』。
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行の 1916 年 6 月 30 日現在の不良債権額を 63 万 3318 円と査定した。第二
に，欠損の補填方法を示した。具体的には，資本金を 70 万円から 45 万円
減資し，その他重役責任弁済金，前期繰越金，諸積立金をあわせて欠損金
を全額補填するとした。そして第三に，経営再建のために安田銀行より行
員を派遣すること，そして第四に，減資後の資本金 25 万円から 75 万円増
資して 100 万円とすることとした。
（2）安田系列銀行へ
安田銀行の整理方針を踏まえて，1916 年 7 月の株主総会において，①
欠損補填のため資本金 70 万円から 25 万円への大幅減資を行うこと，②整
理決行後，100 万円に増資し新株募集についてはまず旧株主に割当，払込
不承諾分は全部安田銀行が引き受けること，③係争中の 10 万 2000 円の不
良債権は控除して清算し，回収の上は旧株 1 株に付き 12 円，新株 1 株に
付き 3円を配当することが決定された25)。































































氏名 住所 1913 年末 1915 年末 1917 年末 1919 年末
吉田忠右衛門 八王子市 頭取 頭取 監査役 監査役
田野倉常蔵 八王子市 取締役 副頭取 取締役 取締役
小泉彌左衛門 神奈川県橘樹郡稲田村 取締役 取締役
天野清 南多摩郡日野町 監査役 監査役 取締役
双木八郎 埼玉県入間郡飯能町 取締役 取締役 取締役 取締役
渋谷定七 八王子市 監査役 監査役
◎安田善三郎 東京市 頭取 頭取
◎安田善衛 南多摩郡日野町 取締役 取締役
●若菜福朗 東京市 常務取締役 常務取締役
●鈴木安太郎 東京市 監査役 監査役




成城・経済研究 第 230 号（2020 年 12 月）
─ 90 ─








































1917 年 1 月現在で全国 17 行，190 支店（資本金 4355 万円，積立金 2020 万円，




第一次世界大戦の好景気の影響もあって急増し，1919 年末には 450 万円





















第 9表 安田系列銀行一覧（1917 年 1 月)
金額：万円




であるとし 1917 年 9 月には，大宮支店（埼玉県北足立郡大宮町）を新設し，
店舗網を拡張した31)。そして資金運用面では，預金の増加に伴い，貸付金
がパラレルに増加した。利益金も増加し，1919 年末には 5 万円を超え，
も 台を推移するようになり，配当率も 1919 年には年率 と
なった（別表 2）。
関連銀行の八王子貯蓄銀行は，安田系列銀行となっておらず，1918 年
末の筆頭株主は吉田忠衛門（600 株中 80 株所有）であり頭取を継続してい
た32)。貯蓄預金を貸付と有価証券を中心に運用し，利益金の金額とは無関






この間，1917 年 9 月，八王子は東京市に次いで東京府で二番目となる






31) 第三十六銀行『第 40 期営業報告書』




















本稿の基礎となった『新八王子市史』 通史編 5 近現代（上）の史料収集に関し
ては，八王子市史編さん室のスタッフの皆さまにお世話になりました。末筆ながら
感謝いたします。
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